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［現代社会学部紀要　20巻１号，Ｐ89－98（2021）（研究ノート）］

要旨
　南紀熊野ジオパークのユニバーサルデザイン化

の推進を目的に、障害者や高齢者に配慮した魅力

あるジオツアーの企画開発の検討を行った。既存

のジオツアーコースの存在とバリアフリー環境及

び駐車場や宿泊先等の状況を踏まえる中で、串本・

古座川地域が最も企画開発の実現可能性が高いこ

とが見い出せた。ユニバーサルデザイン・ジオツ

アーの展開可能性を高める検討課題として、ハー

ドとソフトの両面からみた環境改善の検討、魅力

ある体験プログラムの掘り起こしとプロモーショ

ン、地元タクシー会社との連携による介護タク

シーを活用した観光プランの創設、滞在型観光に

向けた他地域のコース設定の検討の必要性につい

て考察することができた。

　南紀熊野ジオパークと地域の関係団体との協議

や連携のもと、行政やユニバーサルツーリズムツ

アーセンター等による支援を取り込みながら更な

る検討を進めていくことが重要である。

Ⅰ．はじめに
　ジオパークは、科学的かつ文化的に貴重な地質

遺産をもつ自然公園であり、「大地の公園」を意

味している。観光資源として地域の活性化を担う

役割や地球科学や環境教育の利活用、地震や洪水

等の防災活動への貢献に期待が寄せられている。

こうしたジオパークとユニバーサルデザインとの

関連において、「日本ジオパークネットワーク」

が示すジオパークの自己評価表Ａの項目には、イ

ンフォメーションセンターにおける障害者への対

応項目の他、ジオツーリズムに関するチェック項

目として障害者用メニューの有無が位置づけられ

ており、ユニバーサルデザインの視点から点検・

開発を実施していくことは、ジオパークが持続的

に多彩な旅行者を受け入れていく上で重要な課題

となっている。そしてこれらの検討は、身体障害

者のみならずシニア層をも対象としたユニバーサ

ルツーリズムの受け入れ態勢の整備や誘客対策に

つながり、ジオパークの魅力の一層の浸透ととも

にシニア市場の開拓を見すえた地域の観光振興に

資するものであるとも考える。

　筆者は地元長崎の島原半島ユネスコ世界ジオ

パークにおいて、既存のジオツアーとバリアフ

リー環境及び駐車場や宿泊先等の状況の調査を踏

まえる中で、ユニバーサルデザインに対応したジ

オツアーの企画開発の検討を行ってきた。拠点施

設及び周辺ルートの多目的トイレの調査を行う中

で、現行の各施設の取り組みを踏まえつつ、配慮

や課題点を明示する中で、適切な情報提供と無理

のないバリアフリー状況の改善、内部資源の育成

と利活用、外部サービスの取り込み、受け入れ体

制強化を推進する組織との連携を行うことが、ジ

オパークのユニバーサルデザイン化を推進する上

での課題であると考えている。

　そうした問題意識を基底に据えて、本研究で

は、南紀熊野ジオパークのユニバーサルデザイン

化の推進を目的に、ユニバーサルデザインの観点

から各拠点施設の点検及び開発を実施するととも

に、周辺環境としてのバリアフリーに対応した宿

泊先や食事処等の検討や福祉タクシーの活動状況

を調査し、積極的なバリアフリー情報の発信に向

けた基礎的資料の制作を行う。それらを踏まえて

南紀熊野ジオパークのユニバーサルデザイン・ジ

オツアーの展開可能性について検討を行いたい。

Ⅱ． 調査の展開とモデルコースの地域選定
　調査の対象地域として、南紀熊野ジオパークの

インフォメーションセンターを中心とした周辺地

域を対象に、①白浜・すさみ周辺地域、②串本・

古座川地域、③太地・那須勝浦・新宮地域、④新
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南紀熊野ジオパークにおけるユニバーサルデザイン・ジオツアーの展開可能性

宮・北山・十津川地域の４つのブロックに分けて

モデルコース地域の選定について検討を行った。

　調査の方法としては、ユニバーサルツーリズム

推進の観点から、①対応可能性のあるジオ資源の

洗い出しと点検、②車イスユーザーやシニア等が

安心して旅行ができる環境把握の２つを目標に、

以下の観点から現地視察調査及び拠点施設関係者

にインタビュー調査を実施した。

　①対応可能性のあるジオ資源の洗い出しと点検

では、安全管理の観点から路面や段差等の状況把

握やトイレ及び駐車場等についてハード面の強み

や課題、課題がある中でも人的なソフト面での対

応可能性についても必要に応じて聞き取り調査を

実施した。

　②車イスユーザーやシニア等が安心して旅行が

できる環境把握では、各地域の観光協会や市町村

の観光課への聞き取り調査及び現地視認調査を実

施し、バリアフリーに対応した旅館やホテル、食

堂やお土産処、福祉タクシー等の移動支援事業者

の対応状況の調査を進めた。

　調査期間は2021年８月31日から９月５日であ

る。４つのブロックのコース設定の実現可能性と

困難性について以下のとおりであった。

白浜・すさみ地域
　対応可能性のあるジオ資源として三段壁、恋人

岬など海や海岸段丘にちなんだ見どころがあり、

現在フェニックス褶曲の環境整備が進められてい

る。宿泊先については白浜町に目途が見込めるこ

ともあり、コース選定のポテンシャルはある。た

だ天候に左右されることやインフォメーションセ

ンターの存立、展望所までの周辺環境の整備に課

題があることを考えるとさらなる資源開発ととも

に時間をかけた検証が必要である。

串本・古座川地域
　紀伊半島の成り立ちや奇岩・巨岩の神秘性と伝承

などをテーマに、南紀熊野ジオパークセンターを起

点としながら、南紀熊野の特色を抑えたジオストー

リーを織りなせる恵まれた状況がある。見どころと

なる拠点施設には道の駅が併設されており、食事、

お土産処とジオ資源が一体化している中で、オスト

メイト対応の多目的トイレの設置状況も良好であ

る。また車イス対応の宿泊先も見込めることなど

コース選定に向けた条件が整っている。

太地・那須勝浦・新宮地域
　世界遺産である那智大社の関連ジオ資源として

那智の滝があり、展望所まで介助があれば行くこ

とができる。また自然観察については宇久井ビジ

ターセンターや浮島、防災にちなんだジオ資源と

して和歌山県土砂災害啓発センターなどの活用が

見込まれる。コース選定の可能性は高いが、一貫

したテーマ設定の検討や周辺バリアフリー環境の

調査と環境整備が必要である。バリアフリー対応

の対応力のある宿泊先についてはホテルが１か所

あり、さらに障害のある方の旅行を応援するコン

セプトの御宿が現在整備中である。

新宮・北山・十津川地域
　北山川の観光いかだ下りや熊野古道トレッキン

グなど体験プログラムが充実しているが、安全性

の観点を踏まえた環境整備が求められる。また周

辺にバリアフリー専用の対応宿泊ホテルは存在し

ておらず、時間をかけた検討が必要である。

　本調査では、南紀熊野ジオパークのユニバーサ

ルデザイン化を推進するための具体的な検討方法

として、ユニバーサルザインに対応したジオツ

アーのコース設定を行うことを目的としている。

対応力の高い串本・古座川地域の対象施設として

は、①南紀熊野ジオパークセンター、②古座川の

一枚岩、③高池の虫喰岩、④橋杭岩の４施設を選

定した。選定理由は次の４点からである。

①ストーリー性のあるコース展開が可能
　既存のジオツアーを踏まえたコース設定が可

能であり、インフォメーションセンターを起点

にすることで、紀伊半島の成り立ちをジオの観

点から理解し、火成岩帯の特徴とそこにまつわ

る民話や伝承を踏まえつつ、奇岩や巨岩をジオ

ストーリーとして楽しめるジオコースである。

② 道の駅を併設した観光・食事・買い物の一体化
の利便性の存在
　見どころある観光資源とともに食事について

は南紀熊野の名物を食することができる食事処

が２か所、お土産等の買い物ができる道の駅が

３か所コース内に組み込まれており障害者やシ

ニア層にとって利便性が高い。
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③ 各拠点施設ごとに多目的トイレがあり、オスト
メイト対応の公衆トイレが多い
　各施設ごとに多目的トイレがあり、それぞれ

がオストメイト対応である。さらに公衆トイレ

においても串本町はオストメイト対応のトイレ

数が多く、安心して旅行ができる。

④雨天時でもジオ資源を眺望できる
　南紀熊野ジオパークセンターの施設拠点のほ

か、自然資源である一枚岩、虫喰岩、橋杭岩と

も車の車窓から全体像を捉えることができるた

め、雨天時に対しても対応力を有している。

　南紀熊野ジオパークを４つのブロックに分けて

ジオサイトを巡検し、バリアフリー環境及び駐車

場や宿泊先等の状況を踏まえる中で、モデルコー

ス地域の可能性を検討した。上記の選定理由から

串本・古座川地域が最も対応力があり、企画開発

の実現可能性が高いことが考えられた。

Ⅲ． ユニバーサルデザイン・ジオツアーのコース
設定の実地調査

　串本・古座川地域でのユニバーサルデザイン・

ジオツアーのコース選定の対応可能性を現実的に

検討するために対象施設に対するバリアフリー調

査を実施した。調査施設は、南紀熊野ジオパーク

センター、古座川の一枚岩、高池の虫喰岩、橋杭

岩の４か所と周辺ルートにおける多目的トイレの

８か所である。事前にこれらのハード面、ソフト

面からのユニバーサルデザイン対応状況について

情報収集を行い、パンフレット等で積極的な情報

発信を行うことを目指している。そのことが訪問

意欲の喚起とコースの設置を目指した具体的な検

討資料となることが推測されるためである。

　バリアフリー情報の整理については、様々な旅

行困難者が「使える情報」を目指して、「対応し

ている部分」だけでなく「現段階では対応できて

いない部分」を踏まえて、旅行者側が自らの状況

に応じて自己判断できるよう「留意点」の項目を

設けている。訪れた車イスユーザーらが注意喚起

等で判断できる情報の明示を目指している。そし

てバリアフリー状況の情報発信については、障害

者用の関連マークを積極的に採用した。その際

「長崎市公式観光サイトあっ！とながさき」（ホー

ムページ）の情報表記を参照・引用し、わかりや

すい情報表記を目指した。またパンフレットから

ＱＲコードを介してバリアフリー情報を確認でき

る工夫を取り込んでいる。

　各施設の概要及び調査結果については次の通り

である。
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（資料１）南紀熊野ジオパークセンターのバリアフリー情報

（写真１）南紀熊野ジオパークセンター

○バリアフリー対応状況

○バリアフリー情報

○留意点

車イス専用駐車場

コミュニケーションカード

センターには屋根付き１台、屋根なし１台があります。雨
の日も濡れずに館内に移動できます。

事務所窓口にはコミュニケーションカードが設置されてい
ます。気兼ねなくおたずねください。

専用の授乳室があり、お父さん方も子供のオムツ交換がで
きるよう配慮がなされています。

館内はフラットで多くの体験コーナーがあります。操作等
で手助けが必要な場合はガイドに遠慮なくお声かけくださ
い。

ベビーケア設備

体験コーナー

Ⅲ－１．各拠点施設の対応状況
①南紀熊野ジオパークセンター

　南紀熊野ジオパークセンターは、南紀熊野ジオ

パークの情報発信や調査研究の拠点となる施設で

ある。館内には大型立体模型やプロジェクション

マッピング、様々な体験装置もあり、南紀熊野の

大地の成り立ちと自然の神秘について楽しみなが

ら学ぶことができる。全館フラットで移動するこ

とができ、エレベーターは車椅子でも操作がしや

すい。１Ｆインフォメーションセンターのカウン

ターでは車椅子の貸し出しやコミュニケーション

カードが設置されている。ベビーケア設備には専

用授乳スペースがあり、安心して来訪できる。

（写真１・資料１）
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（資料２）古座川の一枚岩のバリアフリー情報

（写真２）古座川の一枚岩

○バリアフリー対応状況

○バリアフリー施設情報

○留意点

お土産コーナー

河川敷からの眺望

道の駅一枚岩では、車イスの目線からお土産を購入すること
ができ、カフェやランチも安心して楽しむことができます。

川のそばから一枚岩を眺める場合、坂道があるので介助者
が必要です。河川敷の有料駐車場は道の駅で1,000円以上
の買い物をすると無料になります。

オストメイトとおむつ交換台を備えた多目的トイレが設置
されています。

多目的トイレの入り口は国道側ではなく、川側にあります
ので注意してください。

充実した多目的トイレ

多目的トイレの入り口

②古座川の一枚岩

　古座川の一枚岩は、冷え固まったマグマの塊

が、大地の隆起によって地表に現れ、川に侵食さ

れる中で、巨大な岩の大屏風が形成されている。

壮大なパノラマとともに古座川の清流を眺めるこ

とができる。「道の駅一枚岩」の駐車場から雨の

日でも車の中から眺めることができ、地元ならで

はの食事やお土産などを購入することができる。

駐車場にはオストメイトやおむつ交換台が設置さ

れた多目的トイレがあり、安心して訪問すること

ができる。

（写真２・資料２）
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（資料３）高池の虫喰岩のバリアフリー情報

（写真３）高池の虫喰岩

○バリアフリー対応状況

○バリアフリー施設情報

○留意点

情報収集と買い物

道路の横断

観光協会が運営する道の駅が併設されており、フラットな
環境の中で、情報収集や買い物、喫茶など安心して楽しめ
ます。

虫喰岩をそばから眺めるには、道路を横断する必要があり
ます。信号はありませんので、注意して渡ってください。

オストメイトとおむつ交換台が設置された多目的トイレが
設置されています。

虫喰岩のそばの芝生まで入ることができますが、路面がで
こぼこしており、転倒や転落の危険があります。

充実した多目的トイレ

芝生のでこぼこ

③高池の虫喰岩

　高池の虫喰岩は、火成岩の風化によって多数の

穴が空いており、ハチの巣や人の顔にもみえる国

の天然記念物である。守り犬の伝承や耳の病気を

治す願掛けなど神秘的な言い伝えが今に伝えられ

ている。「道の駅虫喰岩」の駐車場から雨の日で

も車の中から眺めることができ、観光協会で観光

情報を入手するとともにお土産や喫茶も楽しむこ

とができる。駐車場にはオストメイトやおむつ交

換台が設置された多目的トイレがあり、安心して

訪問することができる。

（写真３・資料３）
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（資料４）橋杭岩のバリアフリー情報

（写真４）橋杭岩

○バリアフリー対応状況

○バリアフリー施設情報

○留意点

買い物について

干潟への立ち入り

道の駅が併設されており、幅広でフラットな路面環境の中
で、楽しみながらお土産を探すことができます。

様々な岩の連なりを海のそばで眺めることはできますが、
車イスでの干潟の中への立ち入りは困難です。

多目的トイレには、オストメイトとおむつ交換台が設置さ
れており、安心して利用することができます。

橋杭岩周辺には店内フラットな環境の食事処が点在してい
ます。道路の往来には注意し、横断歩道を活用してくださ
い。

多目的トイレ

食堂について

④橋杭岩

　橋杭岩は、串本から大島に向かって大小40余り

の岩柱が列をなして、神秘的な景観を作り出して

いる。弘法大師と天の邪鬼が賭けをして、一夜に

して立てたという伝説が今に伝えられている。周

辺には道の駅「くしもと橋杭岩」や食事処があ

り、フラットな環境で食事や買い物を楽しむこと

ができる。道の駅のトイレには、おむつ交換台と

オストメイトが設置された多目的トイレがある。

（写真４・資料４）
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Ⅲ－２．周辺ルートにおける多目的トイレの状況
　外出の際、事前にわかると安心できるのが屋外

トイレの場所である。コース設定をみすえた周辺

ルートにおける多目的トイレの状況は以下の通り

であるが、オストメイト対応及びおむつ交換台に

ついてはある場所とない場所があり、それらを踏

まえた情報提供が設置推進とともに課題であるこ

とが見い出せる。（表１）

（表１）周辺ルートの多目的トイレの状況 （2021年９月５日時点） 　
名称 オストメイト おむつ交換台 備 考

①古座駅 〇 ×

②水門まつり 〇 〇 フィッティングボード有り

③鶴川公園 × × ベビーチェア有り

④古座川保健福祉センター 〇 ×

⑤馬坂園地 × ×

⑥串本町立文化センター 〇 〇

⑦月野瀬リバーサイド 〇 ×

⑧有田公衆トイレ 〇 〇

　拠点施設及び周辺ルートの多目的トイレの調査

を行う中で、インフォメーションセンターを起点

に、道の駅や観光協会の拠点機能を取り込みつ

つ、干潟や河原等で一部配慮を要する点もある

が、適切な情報提供と無理のないバリアフリー状

況の改善等を行えば、過重な負担なくコース設定

が展開できることが考察された。これらの調査結

果を踏まえて、ツアーコースのパンフレット

（案）を作成したので文末資料として参照されたい。

Ⅳ． 南紀熊野ジオパークのユニバーサルデザイン・
ジオツアーの展開可能性と検討課題

　南紀熊野ジオパークのユニバーサルデザイン化

の推進を目的に、障害者や高齢者に配慮した魅力

あるジオツアーの企画開発の検討を行った。既存

のジオツアーコースの存在とバリアフリー環境及

び駐車場や宿泊先等の状況を踏まえる中で、串

本・古座川地域が最も企画開発の実現可能性が高

いことを見い出すことができた。

　ユニバーサルデザイン・ジオツアーの展開可能

性を高める検討課題として、①ハードとソフトの

両面からみた環境改善の検討、②魅力ある体験プ

ログラムの掘り起こしとプロモーション、③地元

タクシー会社との連携による介護タクシーを活用

した観光プランの創設、④滞在型観光に向けた他

地域のコース設定の検討の４点が考えられる。

　①ハードとソフトの両面からみた環境改善の検

討については、坂道や傾斜のみならず河原や干潟

などの自然景観と調和した環境改善のあり方につ

いて検討していく必要がある。その際ハード面の

改善のみに依拠するのでなく、ソフト面の対応か

らも検討していくことが求められる。まずはコー

ス上の危険箇所や留意点の共有やガイドの説明時

の注意点など障害のある当事者の視点から学ぶな

ど、ハード面・ソフト面の改善に向けた気づきを

深める研修や学習会を企画していくことが重要で

ある。機運を盛り上げ地域の理解を拡げていく中

で、行けるところでの検討にとどまらない模索が

引き続き求められる。

　②魅力ある体験プログラムの掘り起こしとプロ

モーションについては、旅行者のニーズ、障害の

種別や程度も様々であるが、南紀熊野の自然の魅

力を見るだけでなく、経験価値として体感してい

く機会を作り出していくことが重要である。南紀

熊野の魅力の一つである古座川カヌーでは、特別

支援学校等の受け入れ対応を既に行っており、カ

ヌーはその特性上、肢体不自由者も健常者も同じ

目線で楽しむことができるものでもある。古座川

カヌーと障害者カヌーとのコラボレーションによ

る価値共創の中でブランディングとプロモーショ

ンができないか、障害者カヌーの団体との協議や

障害者カヌーの講習会の開催などから可能性を検

討していくことも重要である。

　③地元タクシー会社との連携による介護タクシー

を活用した観光プラン創設については、既に地元タ

クシー会社が本プランと類似する観光プランを有し

ており、タクシー運転手が観光ガイドの役割の一端

を担っている。30分単位での料金設定がなされてお

り、聞き取り調査の中では同等の料金設定の中で予

備の介護タクシーの活用可能性があることを確認し

た。ＪＲ駅始発でコースをめぐり、終着をバリアフ

リーに対応したホテルにするなどのルート設定の中
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で、病院送迎等の稼働状況にもよるが、ヘルパー資

格を持つ移動支援の専門人材を観光活用ができない

か外部資源の取り込みと対応力向上を目指した検討

を行うことも必要である。

　④滞在型観光に向けた他地域のコース設定の検

討については、今回は串本・古座川地域で設定し

たが、白浜・すさみ地域及び太地・南紀勝浦・新

宮地域においても宿泊先やジオ資源の状況から

コース設定の可能性があることがうかがわれた。

本プランのみならず他の地域にもいくつかコース

があることで滞在型観光としての経済的メリット

が高まり、地域経済への波及効果が生まれること

が推測されるため、他地域のユニバーサルデザイ

ン・ジオツアーの設定可能性についても検討を進

めていくことが重要である。

おわりに
　本稿では、南紀熊野ジオパークのユニバーサルデ

ザイン・ジオツアーの整備について、できるところ

から始めるというスタンスで地域資源を点検し、

コース設定を目指して展開可能性を検討してきた。

ユニバーサルデザイン・ジオツアーの展開可能性と

して、串本・古座川地域が最も可能性が高く、ハー

ドとソフトの両面からみた環境改善の検討、魅力あ

る体験プログラムの掘り起こしとプロモーション、

地元タクシー会社との連携による介護タクシーを活

用した観光プランの創設、滞在型観光に向けた他地

域のコース設定の検討が実際的な課題として考察す

ることができた。本プランをたたき台に、ジオパー

ク関係者、観光協会、各拠点施設、障害当事者、有

識者を交えた協議が求められる。そして本プランは

特に障害者や高齢者の方をメインに受け入れ対応の

あり方の検討を進めてきたが、これらはベビーカー

への対応にも通じ、さらに多言語化の対応まで検討

が進めば、ユニバーサルデザイン・ジオツアーへの

道がより切り開かれていくものと考える。地道に受

け入れ対象を拡げていきながら検討を続けていくこ

とが重要である。

　今後はジオパーク内部及び地域の関係団体との

協議や連携のもとで、行政や全国的に立ち上がり

つつあるユニバーサルツーリズムツアーセンター

等による支援も取り込みながら、更なる深化と発

展を期待したい。
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